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気
動
向
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概
況

業
況
D
I
は

前
期
比
12.2
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス

レ
ポ
ー
ト

調
査
要
領

合計 1599社 449社 28.1%
依頼先数 回答数 回答率

製造業 358社 113社 31.6%

建設業 287社 82社 28.6%

卸売業 287社 69社 24.0%

小売業 254社
依頼先数 回答数 回答率

68社 26.8%

不動産業 119社 37社 31.1%

サービス業 294社 80社 27.2%

全業種総合DI
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化
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来
期
は
や
や
改
善
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見
通
し
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幅
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化

経
営
上
の
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点

売
上
の
停
滞
・
減
少
に
加
え
、

原
材
料
高
が
課
題

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
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り
D
I
は
横
ば
い

価
格
D
I

原
材
料
価
格
D
I
は
や
や
低
下
、

販
売
価
格
D
I
は
大
幅
に
低
下

建
設
業

業
況
は
や
や
悪
化
、

来
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も
や
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悪
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の
見
通
し

製
造
業

業
況
は
悪
化
、

来
期
は
や
や
改
善
の
見
通
し
　

資
金
繰
り
D
I
・
人
手
過
不
足
D
I

資金繰りDIは▲9.4（前期▲7.0）でほぼ横ばい、人手過不足DIは
▲33.6（前期▲36.8）で「不足」超となりました。来期は資金繰り
DIがやや改善、人手過不足DIは引き続き「不足」超の見通しです。

10
年
間
の
推
移（
価
格
D
I
）

価格は仕入価格DIが49.5（前期54.0）でやや低下、販売
価格DIが19.1（前期27.1）でやや低下しました。来期は仕
入価格DIがやや低下、販売価格DIは横ばいの見通しです。

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

業
況
Ｄ
Ｉ
の
推
移

全業種の業況DIは▲11.6（前期0.6）で悪化しました。
内訳は製造業が▲14.2（前期▲6.2）非製造業が▲10.7
（前期3.1）となっています。来期はやや改善の見通しです。

売
上
額
D
I
・
収
益
D
I（
前
期
比
）

売上額DIは▲16.0（前期10.6）で大幅に悪化、収益DIは
▲17.2（前期7.2）で大幅に悪化しました。来期は売上額
DI、収益DIとも大幅に改善する見通しです。

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

売
上
額
・
収
益
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）

売
上
額
D
I
は
や
や
悪
化
、

収
益
D
I
も
や
や
悪
化

経
営
上
の
問
題
点

人
手
不
足
、

材
料
価
格
の
上
昇
が
課
題

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

資
金
繰
り
D
I
は
横
ば
い

価
格
D
I

材
料
価
格
D
I
は
や
や
上
昇
、

請
負
価
格
D
I
は
低
下

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

調査時点／2024年2月15日～3月7日
調査依頼先／当庫取引先
調査方法／郵送調査
調査対象期間／［今期］2024年１月～３月
　　　　　　　［前期］2023年10月～12月
　　　　　　　［来期］2024年４月～６月
分析方法／「増加」（上昇）したとする企業の
占める構成比と、「減少」（下降）したとする企業
の構成比との差（DI）により分析を行った。
※DI：Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）
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今回のアンケート調査は、元日に発生した能登半島地震によるサプライチェーンへの影響や、
物価高、賃上げによるコスト増加など悪材料が重なる中で実施いたしました。結果として、今期
の全業況DIは▲11.6の前期比12.2ポイントマイナスとなり、全体の業況判断としては悪化と
なりました。今後については好調なインバウンド需要に加え、新年度を迎えての人流の増加など
プラス要因はあるものの、2024年問題などの構造的な悪材料に加え、為替の先行きや、日銀
のマイナス金利解除に伴う利上げ観測など、経済や金融市場への影響も懸念され、中小企業
の先行きについては慎重な見方が続くと考えられます。

●原材料が高騰したため、売上が
アップしても利益が減少している。
売上をさらに上げなければならない
（摂津市 包装資材製造業）

●鉄鋼材の価格高騰が止まらな
い、関電の割引契約がなくなり電気
代が高くなる。零細企業にはダブル
パンチ（三木市 鉄工業）

●人口減少時代に対応したマー
ケットを開発する必要性を感じ
ている（尼崎市 建設業）

●受注がまだ残っているので
現状は少し安心している
（尼崎市 建設業）

お客様の声

0% 20% 40% 60% 80%

売上の停滞・減少 39.8

原材料高 38.1

人手不足 31.9

27.4人件費の増加

仕入先からの値上げ要請 18.6

0% 20% 40% 60% 80%

人手不足

材料価格の上昇

下請の確保難

売上の停滞・減少

人件費の増加 18.3

23.2

39.0

54.9

61.0
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シ
ア
の
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ク
ラ
イ
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侵
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円
急
落
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時
１
３
１
円
台
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売上の停滞・減少

人手不足

利幅の縮小

為替レートの変動

仕入先からの値上げ要請 21.7
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●昨年の夏ごろから仕入価格が上
がり利益率が低下、売上アップが
見込めないので賃上げ、採用も苦しい
（尼崎市 機械卸売業）
●今年も本格的な景気回復まで移
行しない感がある。ただし建設業
関連はそれほど極端に悪くはない
（川西市 建築資材卸売業）
●円安の影響で輸入品の仕入価格
が上がり続けており、利益確保が難
しい（三木市 卸売業）

お客様の声

●元々残業時間が少ないの
で２０２４年問題の影響はない
（尼崎市 運送業）

●賃上げについては昨年実施
した（芦屋市 サービス業）

お客様の声

●今後、資材の高騰がどこまで
続くのか懸念している
（尼崎市 不動産業）

お客様の声
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●CDソフトについては売上
は例年並み、古着は業界が
拡大しているので需要をつ
かみたい（尼崎市 小売業）

●コロナ融資の返済が始ま
る中、社員が退社して売上
の減少を懸念している
（西宮市 小売業）
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－8.7収益
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